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はじめに
　日本の戦後派文学を代表する一人で卓抜な仏文学者でもあった，故・中村
真一郎先生（1918－1997）はかつて本稿の筆者に概略以下のようなことを語
られたことがある。すなわち，ある文学者を「研究」するなら，その文学者
が愛読した書物や親しんだ藝術について余さず精査熟察しなくてはならぬこ
と，かつ，そうすることではじめて対象とする文学者の「精神世界」に入る
ことができるのだと。また，それは作品中，しばしば文学者や文学作品の名
前の小さな言及という形をとるが，文学者というものは，自分が深く影響を
受けた作者や作品については却って長々とは語らないものであると。それは．
小説『四季』四部作をはじめ，評伝，作家研究，批評，劇，詩，シナリオ，
翻訳と，それこそ八面六轄の執筆活動を半世紀に亙って精力的に行なってき
た作家，中村真一郎にしてはじめて言える文学上の真理であり，以後，筆者
の脳裡からその言葉の重みが減じたことはない。とは言え，プルーストのよ
うに博識無類の読書家でもあった小説家の場合，それは筆者ごとき浅学菲才
の徒にはあまりに厳しい真理である。それにもかかわらず，今回一人の先行
する文学者とマルセル・プルーストMarcel　Proustの関係について拙い論考
を試みるのは，その作家，Jules－Am6d6e　Barbey　d’Aurevilly（1808－89）が，
プルースト研究者のみならず，現代の読者からもしばしば蔑ろにされている
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ように思われてならないからである1。
　本稿ではプルースト『失われた時を求めて』：Ala　recherche　du　temPS
perdu2におけるBarbey　d’Aurevillyの影響関係について考察する。むろん浩
潮なBarbeyの作品群とプルーストの関係を洩れなく検討することは無学な
筆者の手に余ることであり，本稿だけでは不十分なことも重々承知してい
る。さりながら，従来あまり比較対象とならなかったBarbey　d’Aurevilly
とプルーストの関係に焦点を当てることで，今まで見えなかったものが少し
は見えてくる可能性はあるだろう。中村先生が示唆して下さった方法に少し
でも近づくこと。つまりは文学そのものから文学を読み解くこと。本稿の大
きな目的はそこにある。
第　一　章
　まずはBarbey　d’Aurevillyとプルーストの関係について基本的な整理を
しておこう。日本ではほとんど読まれていないBarbeyではあるが，フラン
スではかつてはHonor6　de　Balzacとも並び称される小説家であった。プ
ルーストの青春時代に重なる時期の評言を二つほど引いておきたい。
　一っは，1882年にL60　Tr6zenikがGeorges　Rallと語らって創刊した前衛
的文藝誌La〈Nouvelle　Rive　Gauche第五号（1883）に載った，　H．　Hetleyのこ
んな言葉。創刊当時から話題になったLes　vivants　et　les　mortsという欄で
Barbeyが採り上げられたときのことである。
　Ce　tr6s　vivant，　c’est　Jules　Barbey　d’Aurevilly，　bien　au－dessus　de
l’Acad6mie：1’homme　le　plus　inoui’　et　1’6crivain　le　plus　6tonnant　du　XIXrne　si6－
cle．　Il　s6me　ses　gants　et　ses　mots　partout，　comme　un　millionnaire・Son　style
rev6t　les　couleurs　de　l’arc－en－ciel．11　donne　a　la　fois　l’illusion　du　r6el　et　la　sen－
sation　de　la　r6alit6．　Le　public　va　goαter　son　1五s≠o〃召3α％s％o〃z．　Son　1）απのs〃ze
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est　un　chef－d’oeuvre　de　philosophie　d6daigneuse　et　dandie．3
　もう一つは十九世紀末から二十世紀初頭にかけての代表的な批評家の一人，
Remy　de　Gourmont（1858－1915）が書いた‘‘La　vie　de　Barbey　d’Aurevilly”
（1904）の一節。有名な《Promenades　litt6raires》に収められている。
　Barbey　d’Aurevilly　est　une　des　figures　les　plus　originales　de　la　litt6rature
du　dix－neuvi6me　si6cle．　Il　est　probable　qu’il　excitera　longtemps　la　curiosit6，
qu’il　restera　longtemps　1’un　de　ces　classiques　singuliers　et　comme　souterrains
qui　sont　la　v6ritable　vie　de　la　litt6rature　frangaise．4
　Hetleyの文章が書かれた1883年には，プルーストは12歳。　Gourmontのほ
うは1904年で，プルースト33歳。まさにプルーストの多感な少年時から青
年時代にかけて，Barbeyが如何に高い評価を得ていたかが判るだろう。し
かも，よく知られているように，Baudelaire：Les　Fleurs　du　malが非難され
たとき，Barbeyは敢然としてその擁護に回ったのである5。　Baudelaireを愛
し，Les　Fleurs　du〃malという傑作中の傑作を風俗棄乱の書とする類いの俗見
には決して与しなかった若き日のプルーストが文学的にも，文士としての生
き方という点でも，Barbeyに多大の関心以上のものを寄せていたとしても
不思議ではない6。
　そのプルーストは，Barbey　d’Aurevillyについてどのように書きつけてい
るだろうか。
　『失われた時を求めて』では以下の二箇所において，Barbeyへの言及があ
る。いつもながら，プルーストの引用が長くなるのはプルーストの文体上や
むを得ない仕儀である。
　一つは第二編「花咲く乙女たちの蔭に」A　1’ombre　des　1’eunes　filles　en　fleurs。
話老の親友となる貴族サソ・ルーRobert　de　Saint－Loupに対して，話者と
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は昔からの友人でありながら，皮肉たっぷりに話者の交友関係を語るブロッ
クBlochにまつわる一節である7。
　　‘‘Oh！c’est　quelqu’un　de　trbs　bien”，　r6pondit　Bloch　en　riant　et　en　mettant
frileusement　ses　mains　dans　les　poches　de　son　veston，　persuad6　qu’il　6tait　en　ce
moment　en　train　de　contempler　le　pittoresque　aspect　d’un　extraordinaire　gentil－
homme　provincial　aupr6s　de　quoi　ceux　de　Barbey　d’Aurevilly　n’6taient　rien．8
　　もう一つは第五編「囚われの女」La　Prisonnie’　re。話者が恋人のアルベル
チーヌAlbertineに，藝術論を語る重要な場面である。　Barbeyの作品名や
人物名と直接関係するところには下線を引く。
　　Et　repensant　a　la　monotonie　des　oeuvres　de　Vinteui1，　j’expliquais　a　Alber－
tine　que　les　grands　litt6rateurs　n’ont　jamais　fait　qu’une　seule　ceuvre，　ou　plut6t
r6fract6　a　travers　des　milieux　divers　une　m色me　beaut6　qu’ils　apportent　au
monde．《S’il　n’6tait　pas　si　tard，　ma　petite，　lui　disais－je，　je　vous　montrerais
cela　chez　tous　les　6crivains　que　vous　lisez　pendant　que　je　dors，　je　vous　mon－
trerais　la　mεme　identit6　que　chez　Vinteuil．　Ces　phrases　types，　que　vous　com－
mencez　a　reconnaitre　comme　moi，　ma　petite　Albertine，　les　m6mes　dans　la
sonate，　dans　le　septuor，　dans　les　autres　ceuvres，　ce　s6rait　par　exemple，　si　vous
voulez，　chez　Barbey　d’Aurevilly，　une　r6alit6　cach6e　r6v616e　par　une　trace
mat6rielle，　la　rougeur　physiologique　de　l’Ensorcel6e，　d’Aim6e　de　Spens，　de　la
Clotte，　la　main　du　Ridetzu　Cramoisi，　les　vieux　usages，1es　vieilles　coutumes，　les
vieux　mots，　les　m6tiers　anciens　et　singuliers　derri6re　lesquels　il　y　a　le　Pass6，
rhistoire　orale　faite　par　les　patres　au　miroir，1es　nobles　cit6s　normandes
parfum6es　d’Angleterre　et　jolies　comme　un　village　d’Ecosse，　la　cause　de
mal6dictions　contre　lesquelles　on　ne　peut　rien，　la　Vellini，　le　berger，　une　meme
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sensation　d’anxi6t6　dans　un　paysage，　que　ce　soit　la　femme　cherchant　son　mari
dans　Une　Vieille　Maitresse，　ou　le　mari　de　L’Ensorcele’e，　parcourant　la　lande　et
l’Ensorce16e　elle－meme　au　sortir　de　la　messe．Ce　sont　encore　des　phrases－
types　de　Vinteuil　que　cette　g60m6trie　du　tailleur　de　pierre　dans　les　romans　de
Thomas　Hardy．》9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
　　第二の引用部分でプルーストが引いているBarbeyの四つの作品ないし登
場人物について書きだしておこう。
　　1）　　L　’Ensorcelee
　　1852年，feuilletonの形で発表され，1855年単行本で刊行された小説。臭
党員les　Chouansの時代の悲劇を描く。「魅せられた女」1’Ensorcel6e，　Jean－
ne－Madelaineはもちろん，老女la　Clotte，すなわちClotildeやJeanneの夫
やJeanneに呪いをかける「ベルジェ（羊飼い）」le　bergerが主な登場人物。
上記引用に関わる箇所を，Jeanne，　la　Clotteいずれも一箇所ずつ引く10。　La
Clotteのほうは石を投げられて殺される場面である11。
　Je　veux　parler　de　cette　chair　lumineuse　de　roses　fondues　et　devenues　fruit
sur　des　joues　virginales，　de　cette　perle　de　fralcheur　des丘11es　normandes　pr6s
de　laquelle　la　plus　pure　nacre　des　huitres　de　leurs　rochers　semble　manquer　de
transparence　et　d’humidit6。12（Jeanne）
　《Laches！》－cria－t－elle，　quand　une　seconde　pierre，　s董fHant　d’un　autre　c6t6　de
la　foule，　la　frappa　de　nouveau　a　la　poitrine　et　marqua　d’une　large　rosace　de
sang　le　mouchoir　noir　qui　couvrait　la　place　de　son　sein．13（la　Clotte）
2）　　Le　Chevalieγ1）es　Touchθs
1863年発表。翌年刊行。浩翻で目配りの利いたBarbey論を書いたPierre
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Tranquezの言葉を借りれば，“1e　roman　historique　le　plus　conforme　aux　am－
bitions　s6rieuses　de　Barbey　d’Aurevilly14”ということになる歴史小説。　L’En－
sorceleeと同じくles　Chouansの時代を描く。Balzacの名作les　Chouansと
並ぶ傑作。詳しくは次章に譲るが，上記引用箇所に出てくるAim6e　de
Spensは婚約者の死によって処女のまま寡婦になった“la　Vierge－
Veuve15”。関係する部分を二箇所引いておこう（この二つについては後で
再び触れる）。最初はとりあえずの物語の語り手のBarbe　de　Percyが
Aim6eに言った言葉。次はDes　Touchesが，目の前の赤い花々を見なが
ら，物語の真の語り手に言う言葉である。
　　《－N’ayez　pas　peur，　Aim6e！dans　quatre　jours　ils　seront　tous　lcl　pour　votre
mariage，　et　Des　Touches　sera　votre　t6moin！》
　　》Dieu　de　ma　vie！b　ce　mot　de　temoin，　de　la　paleur　de　1’ivoire　vert　son　teint
passa，　comme　un　6clair，　a　la　pourpre　d’un　incendie・Son　front，　sa　joue・son
cou，　ce　qu’on　apercevait　de　ses　6paules，・jusqu’a　la　raie　de　ses　6tincelants
cheveux　d’or，　tout　s’infusa，　s’inonda　de　ce　subit　vermillon　de　flamme；et
c’6tait　b　se　demander　si　tout　ce　qu’on　ne　voyait，　tant　cette　rougeur　semblait
partout！tant　elle　en　6tait　immerg6e！．16
　　《Ah！－reprit－il，－elle　pria　Dieu＿entr’ouvrit　les　rideaux　pour　qu’ils　la　vis－
sent　bien．．．C’6tait　1’heure　de　se　coucher．．．Elle　se　d6shabilla．　Elle　se　mit　toute
nue．　Ils　n’auraient　jamais　cru　qu’un　homme　6tait　la，　et　ils　s’en　all6rent・Ils
l’avaient　vue，．．Moi　aussi．．．　Elle　etait　bien　belle！．．．rouge　comme　les　fieurs　que
voila！》－d6signant　les且eurs　du　parterre．17
3）　　Une　Vieille　Maitresse
1851年刊。Barbey最初の長編小説。1837年に書かれ始めた時は軽い小説
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のはずだったのが，作者の加齢とともに深みのある小説になってゆく。Bar－
bey自身の書翰によれば，“le　r6gne　du　souvenir，　de　l’habitzade，　de　la　laideur
myst6rieuse　et　Puissante”18によって書かれた小説ということになる。　la　Velli－
niは主人公の，文字通り「年老いた愛人」の名前。不吉な事件を将来する，
いわばfemme　fataleとして描かれる。なお，「過去」がもつ意味合いについ
ては，プルーストと同時代の批評から一っ引いておきたい。Paul　Bourget
（1852－1935）が1909年4月10日号の雑誌Revue　hebdomadaireに寄せた一
文からの引用である。
　Mais　tandis　que　Balzac　traite　le　roman　historique　comme　le　roman　contem－
porain，　par　une　reconstruction　directe，　Barbey，　et　c’est　son　originalit6，　aime　a
traiter　dans　la　perspective　du　souvenir　et　dans　la　tradition．　Il　a　senti　et　mer－
veilleusement　rendu　ce　que　le　pass6　prend　de　po6sie　dans　les　regrets　et　sur　les
levres　des　survivants．19
　4）　Le　Rideau　cramoisi
　1874年に出版されたLes　Diaboliquesの勇頭を飾る名篇。概ね好評をもっ
て迎えられたが，調刺新聞le　Charivariによる痛烈な批判がもとで，官憲の
立ち入る事態となり，起訴は免れたものの，店頭分と在庫分は破棄処分とな
った。再版が出たのが1882年のことである。現在では，Les　Diaboliquesは
Barbeyの代表作として名高い。　Pl6iade版作品i集でも“1’oeuvre　la　plus　con－
nue　de　Barbey　d’Aurevilly20”と書かれているほか，　Classiques　Garnier版で
もJacques－Henri　Bornecqueの長文の解説によって，作品の美点が懇切丁寧
に説かれている21。Les　Diaboliquesという題名が文字通り《les　diableries》
を指すのではないこと，従って，これがたとえばNodier風の幻想小説を意
味しないということは，Pierre－Georges　Castexの以下のごとき卓抜な指摘
を引くだけで足りるだろう。
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　；il［Barbey］pr6sente　les　h6roines　de　ses　Dinbolipues　comme　des　poss6d6es．
〈＿＞Nous　pouvons　h6siter　a　ranger　les　nouveiles　de　son　recueil　parmi　les
oeuvres　fantastiques．22
　Le　Rideau（cramoisiは中でもよく知られた短篇で，かって1952年に，
cam6ra－stylo論を唱えてNouvelle　Vagueの先駆的役割を果たした映画監督
Alexandre　Astrucによって映画化されたこともある23。
　詳細はあとで述べるが，ここではこの作品についての評を一つだけ引いて
おきたい。
　《Le　Rideau　Cramoisi》est　une　des　fortes　nouvelles　du　si6cle．《Les　Diabo－
liques》ne　sont－elles　pas（sauf　la　derni6re）un　des　monuments　d’une　6poqueP
C’est　fastueux．　A　c6t6　de　la　plume　de　Barbey，　de　son　style　en　pleine　chair，　la
plume　de　M6rim6e　n’est　qu’un　vaccino－style；les　nouvelles　de　M6rim6e　pr6s
de　celles　de　Barbey　paraissent　fam61iques．24
＊
　r失われた時を求めて』に限ってもこれだけ重要な言及があるにもかかわ
らず，Barbeyはプルースト研究者や批評家から奇妙に無視されてきた25。
Maurice　Bard6cheはプルーストにおけるBarbeyの重要性に早くから気づ
いていた数砂いプルースト研究老である。
　＿les　lectUres　qui　marqu6rent　le　plus　la　sensibilit6　de　Proust　fUrent　celles　de
Barbey　d’Aurevilly　et　de　Nerval　dont　les　historiens　de　Proust　ne　nous　parlent
gU6re26
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　Nervalがプルーストの精神的祖先の一人だということは今やほとんど常
識となっているが，Barbeyについては依然として「戦闘的カトリシスムの
孤高な奇人」27程度の認識しかないのが実情である28。それならば，『失われ
た時を求めて』以外でもプルーストがBarbeyに言及している部分はたとえ
駆け足であっても検討しなくてはならないであろう。
　　まずはContre　Sainte－Beuveの二箇所の言及から。
　　1）Sainte－Beuve　et　Baudelaire
　　et　peut－6tre　parce　que　Sainte－Beuve　avait　et6　publiquement　attaqu6　par　les
amis　de　Baudelaire　pour　n’avoir　pas　eu　le　courage　de　t6moigner　pour　lui　en
m6me　temps　que　d’Aurevilly，　etc．；devant　la　cour　d’assise29
　BaudelaireのLes　Fleurs　du　malが風俗棄乱の廉で訴追されたとき，　Bar－
beyらが積極的に弁護に立ったのに，　Sainte－Beuveは何もしなかったことに
ついて憤激とともに触れたこの文章では，Barbeyに対するsympathieは感
じられても，その文学自体に関する考えは示されていない。
　2）　　〈ro　tes　sz〃勉litterature　et　la　cn’tique
　Les　beaux　livres　sont　6crits　dans　une　sorte　de　langue　6trang6re．　Sous
chaque　mot　chacun　de　nous　met　son　sens　ou　du　moins　son　image　qui　est　sou－
vent　un　contresens．　Mais　dans　les　beaux　livres，　tous　les　contresens　qu’on　fait
sont　beaux．　Quand　je　lis　le　berger　de　L　’Ensorcel6e，　je　voi『un　homme　a　la　Man－
tegna　et　de　la　couleur　de　la　T＿30　de　Botticelli．　Ce　n’est　peut毛tre　pas　du　tout
ce　qu’a　vu　Barbey．　Mais　il　y　a　dans　sa　description　un　ensemble　de　rapports
qui，6tant　donn61e　point　de　d6part・faux　de　mon　contresens，　lui　donnent　la
m色me　progression　de　beaut6＊．31
＊Aussi　les　variantes，　les　corrections，　les　meilleures　6ditions　n’ont－elles　pas　tant　d’im－
　portance．
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　プルーストが．どれほどBarbey　d’Aurevillyを愛読していたかが如実に示
されている一節である。とともに，一見ロマソ派的暗黒小説のようにも見え
ないこともないBarbeyの小説が秘める本質的な美に対して，プルーストが
如何に敏感であったかも窺われよう。
　処女小説集『愉しみと日々』Les　Plaisirs　et　les／b蹴3や習作小説『ジャン・
サントゥイユ』Jean　SanteuilではBarbeyへの直接的な言及は一箇所もない
が，それについては，Nervalへの言及もないことを言っておかなくてはな
らない。プルーストがBarbeyやNervalの作品世界に若いころから惹かれ
ていたことは事実であっても，それをいわゆる「引用」として自らの小説中
に取り込むまでには至っていなかったということである。とはいえ，『愉し
みと日々』，及びそれとほぼ同時期の断片資料には興味深いタイトル，ある
いは登場人物の名前を見出すことが出来る。
　それはPercyという名前で，以下の二つに見られる。
　1）Contre　la　franchise。初出はLa・Revue・blanche誌21－22号。1893年7
月～8月。のちに『愉しみと日々』のFragments　de　comedie　italienneの一篇
として採録された。この短文の冒頭はこう始まる。
　Il　est　sage　de　redouter　egalement　Percy，　Laurence　et　Augustin．　Laurence
r6cite　des　vers．　Percy　fait　des　conf6rences，　Augustin　dit　des　v6rit6s．32
　2）Percy。プルーストの書翰・草稿研究の第一人者Philip　Kolbが発見し
た草稿で，のちに『若き日の作品集　1887年～1895年』Ecrits　de　ieunesse
（1991）に収められた。1892年の執筆と推定されている。Conte　de　feeなる
副題がついている。やはり冒頭を引く。
Il　y　avait　une　fois　un　jeune　homme　nomm6　Percy　qui　par　1’extrεme　grace　de
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son　esprit　avait　m6rit61a　sympathie　des　f6es　de　la　Beaut6　et　de　la　Gloire．33
　Barbeyの読者には，このPercyという名前はきわめて親しいものである。
且enry　Bordeauxのいわゆる“le　grand　cycle　de　ses　oeuvres　normandes34”の
一篇五召Chevalier　Des　Touches35の二人の重要な登場人物1’abb6　de　Percyと
その姉のBarbe　de　Percyがその名前の持ち主であった。前記r若き日の作
品集　1887年～1895年』の註解者はPercyという題名に附けた註のなかで，
1’abb6　de　Percyについて，『1908年の手帖』Cahiers　Marcel　Proust　8《Le　Ca－
hier　deヱ908》を援用しながら，とりわけ重要な指摘を行なっている。これ
は『1908年の手帖』の該当箇所ともども引用する必要があるだろう（しか
し弟よりもさらに重要な存在であるBarbe　de　Percyに触れていないのはま
ことに遺憾なことと言わねばならない。それについてはあとで触れる）。
　Percy　est，　par　ailleurs，　le　premier　nom　du　po6te　Shelley（Percy　Bysshe
Shelley）dont　Proust　recommande　la　lecture　a　Daniel　Hal6vy　en　1888．　Ce
nom　a　pu，　en　outre，　rester　dans　l’imagination　de　Proust　d6s　sa　jeunesse　apres
une　lecture　du　Chevalier　des　Touches　de　Barbey　d’Aurevilly　dont　il　est　6gale－
ment　fait　mention　en　1888；dans　ce　roman，　un　personnage，1’abb6　de　Percy，
‘‘垂盾窒狽≠奄煤@le　nom　de　ces　Percy　normands　dont　la　branche　cadette　a　donne　a
rAngleterre　ses　Northumberlands＿”；il‘‘apPelait　toujours　sa　sceur，［…］es－
p6ce　de　chevalier　d’Eon，　par　son　nom　de　Percy　comme　si　elle　avalt　ete　un
homme”；Proust　s’en　souvient　au　moment　oin　il　commence　a　noter　des　616－
ments　pour　son　oeuvre（voir　Cahiers　Marcel　Proust　8，《五e　Cahier　deヱ908》，　fo・
lio　43，　note　439，　p．104　et　191．　Sur　le　meme　folio　apparaft　le　nom　de‘‘Guer－
cy”：c’est　ainsi　que　Proust　nomme　d’abord　le　personnage　qui　sera　le　baron　de
Charlus　dans／11a　recherche　du　te〃zps　perdu）．36
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　何と，PercyはShelleyからBarbey　d’Aurevillyを通過して，シャルリュ
ス男爵へと結ばれる名前であった。r1908年の手帖』を見てみよう。改行等
の印は省く。下線は引用者による。
　Ajouter　sur　Balzac　dans　Barbey，　d6but　de　Chevalier　des　Touches　aux　diff6－
rents　6tages　de　l’amphith6atre　social．》　L’abb6　《qui’n’avait　pas　lu
Shakespeare．》La　tεte　de　I’abb6　qui　avait　paru　grotesque　en　Angleterre　en
pays　des　grotesques．
　11serait　int6ressant　de　refaire　le　salon　des　Touffedelys　avec　Eyragues　et
salon　des　Chevaux　L6gers　des　R6servoirs　mais　avec　ame　moderne　de　Me
d’Eyragues．
　Jalouse　exige　d6sir　de　l’autre　d’o血pas　pour　Guercly．
　Tapisserie　mondaine．
　Soeur　de　ma　grand－m6re．37
　Philip　Kolbの的を射た註を参照しながら，二三附け加えるなら，“6tages
de　l’amphith6atre　social”は，・Le　Chevalier　Z）es　Touchesの最初にある，“tous
les　6tages　de　l’amphith6atre　social38”の引用である。‘‘qui　n’avait　pas　lu
Shakespeare”が1’abb6だというのはプルーストの勘違いで，　Shakespeare
のHenry　Ivなどに登場するsir　Henry　Percy（Harry　H6tspurの異名で呼ば
れた軍人。王に叛逆して戦死を遂げた）のことをHotspurの一語で灰めか
した1’abb6の言葉が理解できなかったMlle　Sainte　de　Touffedelysにっいて
用いられた表現39。続く部分もプルーストの思い違いはあるにせよ，Barbey
の言葉をそのまま用いたいわゆる引用である。それは姉のBarbe　de　Percy
についての以下のような描写に関わっている。‘℃ette　femme　avait　un
grotesque　si　sup6rieur　qu’on　l’etit　remarqu6e　meme　en　Angleterre，　ce　pays
des　grotesques，　o血le　spleen，1’excentricit6，　la　richesse　et　le　gin　travaillent
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perp6tuellement　a　faire　un　carnaval　de　figures　aupr6s　desquelles　les　masques
du　carnaval　de　Venise　ne　seraient　que　du　carton　vulgairement　badigeonn6．40”
　『1908年の手帖』の引用部分で，プルーストがBarbeyの小説中に登場す
るノルマソディの貴族Les　Touffedelysの名前を引きながら“refaire　le　sa－
lon　des　Touffedelys　avec　Eyragues4i　et　salon　des　Chevaux　L6gers　des
R6servoirs42　mais　avec　ame　moderne　de　Me　d’Eyragues．”と書きつけている
のは，サロン小説としての面も重要な『失われた時を求めて』とLe　Cheva－
lier　Des　Touchesの関連を見るうえでまことに興味深いが43，それは他日に譲
るとして，ここではLe　Chevalier　Des　Touchesのそれ以外の要素についても
う少し詳しく検討してみなくてはならない。
第　二　章
　ごく簡単にではあるが，Le　Chevalier　Z）es　Touchesについてまとめておこ
う。
　Le　Chevalier　1）es　Touchesは実在した呆党の英雄，　Jacques　Des　Touches
（1780～1858）をめぐる歴史小説である。しかし，細部に目を向ければ，そ
こには単なる歴史小説という枠組みでは捉えきれない世界が拡がっている。
　Des　Touchesは，若くして王党派の戦士として働いていたが，密告によ
り共和派に捕まってしまう。泉党員たちは「十二人組」les　Douzeを結成し，
最初は失敗したものの，Cotentin半島（Normandie）のとある牢獄に幽閉さ
れていたDes　Touchesをついに奪い返す。1799年2月8日のことであっ
た。父親が「十二人組」の一人と知り合いだったこともあって，1808年生
まれのBarbey（母方の曽祖父がルイ十五世だという説もある）も幼いころ
から郷土の歴史的人物としてDes　Touchesの名前を聞かされていたはずで
ある（それが小説の最終章の驚くべき展開に結びついている）。1852年，
BarbeyがLe　Chevalier　1）es　Touchesを書き始めたとき，彼自身は知らなかっ
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たのだが，Des　Touchesはまだ生きていた。精神を病んだために，長らく
Caenの癩狂院に入れられていたのである。　BarbeyがDπdandysme　et　de
George　Brummell（1845）を書いて，そのダンディズムを讃えたBrummell
が発狂後，入院させられてその生涯を閉じたのも（1840年）偶然ながら同
じ癩狂院であった。執筆開始後，Des　Touchesが存命していることを知っ
たBarbeyはくだんの癩狂院を訪ねて，その零落ぶりを目の当たりにする。
その経験が後で触れるように小説を一段と奥深いものにしていることは言う
までもない。物語は，Des　Touchesの奪回から二十数年経った王政復古の
時代のある夜（“vers　les　derni6res　ann6es　de　la　Restauration44”），1es　demoi－
selles　de　Touffedelysの家の，‘‘causerie　du　soir45”から幕を開ける46。雨の
中をやってきた参加者の一人，1’abb6　de　Percyが自分は幽霊を見たと言う
（‘‘c’est　un　revenant　que　j’ai　vu．＜＿＞je　viens　de　voir　un　revenant．47”）。それ
は何とDes　Touchesその人であった（“Le　revenant　que　j’ai　vu　etait　de　chair
et　d’os＿comme　toi　et　moi，　mais　il　n’en　6tait　que　plus　6pouvantable＿
C’6tait＿le　chevalier　Des　Touches！．．．48）。しかし，1’abb6　de　Percyはもう一
人の参会者le　baron　de　Fierdrapと同様，奪回事件の時には英国に亡命して
いた。それゆえ，第二章H616ne　et　Paris以下で，司祭の姉Barbe　de　Percy
の口から事件の詳細が回想によって語られることになる。二人の男性はあく
まで聞き役としてしか登場しない。中心は女性である。Barbe　de　Percyは
「十二人組」中，ただ一人の女性の戦士であった。男装して伝令役をみごと
に果たしたかと思うと，武器をとっては勇猛果敢に闘った“la　vieille
amazone49”B　Barbeの名前はまさにそのまま外見にも結びつき，女ながら
髭も生えている。それに対し，事実とは異なって，すこぶる女性的な美貌の
持ち主として描かれるDes　Touchesは，美女ヘレネーにも擬せられる。こ
の男女の「性の交換」の意味するところについては，中条省平r最後のロマ
ン主義者　バルベー・ドールヴィイの小説宇宙』（中央公論社。1992年）に
まことに卓抜な分析がある（特に同書第16章と第17章）。中条氏は，「外見
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も魂も男性的であり恐ろしいほどの醜さを付与された女性，バルブ・ド・ペ
ルシーとr美女ヘレネー』『美女のなかの美女』と呼ばれる女性的な美貌の
男性，騎士デ・トゥーシュ」50を中心に，Barbeyにおける「性の交換」につ
いて犀利な分析を行なっているのだが，ここでは中条氏のそうした刺戟的な
論考はひとまず措き，本来の研究対象であるプルーストとの関連でぜひとも
触れておかねばならぬことに限っていくつか箇条書きにしてみよう。
1）　単なる倒錯的性ではなく，登場人物そのものの性格附けが「性の交換」
　によって成り立っている点で，筆者が前稿及び前々稿で一部指摘した51
　「囚われの女」における話者とアルベルチーヌの，本来の性の消失，逆転
　と結びつく。これについてはいずれ別稿で詳しく論じるつもりである。
2）小説の中心をなすDes　Touchesの奪回事件は，先に記したように，
　Barbe　de　Percyの語る回想という形をとっている。　Barbeはつねに事件
　の只中にいた語り手ということになるが，事件から二十数年経った「現
　在」が絶えず顔を出して，複雑な時間構成をなす。小説の真の語り手に
　ついては次項で述べるが，最終章までの間，読老なら誰でも真の語り手
　と考えるBarbe　de　Percyが話を進めてゆく。このBarbeという名前が作
　者Barbeyと酷似していることと，『失われた時を求めて』の話者がMar－
　celと仮に呼ばれていることとはおそらく全く無関係というわけではない。
3）Aim6e　de　Spensは傷ついた兵士の看護などに積極的に関わる勇敢な女
　性だが，もともとは美貌を謳われた少女で，婚礼の晩に「十二人組」の
　一人となった婚約者がそのまま奪回作戦に参加して戦死したため，処女
　のまま老嬢になった。Le　Chevalier　Des　Touchesのなかでも際立って印象
　的な登場人物の一人である。その名前Aim6eを男性形にすれば『失われ
　た時を求めて』の給仕長Aim6の名前になる。　Aim6はアルベルチーヌや
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　サン・ルーの秘密の行状を話者にこっそりと伝え，話老の疑惑を裏づけ
　る役回りである。つまりは「愛されるもの」という名前をもちながら，
　一方は初夜を迎える前に夫となるべきものが死んだがために「愛されぬ」
　処女のまま生涯を送った女であり，他方は話者やアルベルチーヌやサ
　ン・ルーの恋愛に色濃く関与しながらついに傍観者と密告者の立場から
　抜けられずに「愛されなかった」男という点で，通底しあっている。あ
　るいは年老いて聾者となったAim6eがもはや他人の話を聞くことがない
　のに対して，Aim6の方はもっぱら話者の耳に秘密を注ぎ込むということ
　からすれば，好対照をなす二人でもある。しかし，Aim6eが『失われた
　時を求めて』の読者にとって重要なのは，何よりもLe　Chevalier　Des
　Touchesの語りの構造そのものに関与しているからである。と同時に，隠
　された真実をまさにプルーストが「囚われの女」の上記引用箇所や
　r1908年の手帖』52で記しているように“une　trace　mat6rielle”によって一
　気に開示してくれるからでもあり，さらに言えば，聾老であるという理
　由から過去の回想のみによって生きるとされているからである。最後の
　点については次のような文章を引いておこう。
　Elle　n’entend　plus；elle　6coute　a　peine；elle　n’a　pour　tout　que　ce　sourire
charmant　qui　vaut　mieux　que　tout　et　qu’elle　met　par－dessus　tout．　Elle　ne　vit
que　dans　sa　pens6e，　que　dans　ses　souvenirs，　qu’elle　n’a　jamais　profan6s　par
une　con丘dence！53
　このように回想に生きる女Aim6eは，同時に，作品の構造そのものに
深く関わる存在であった54。この長篇小説は全九章で構成されている。第
一章はこれから始まるcauserie　du　soirの参加者の一人が，幽霊のような
Des　Touchesに出会ったと明かして幕を上げる，いわば導入部として置
かれ，以後第二章を語り手を決める章としたあと，第三章から最終章前
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半まではBarbe　de　Percyが語る二十数年前のDes　Touches奪回の物語に
当てられる。話が終わったあと，参加者はしだいに会場となった館を辞
してゆく。と，そこに突然真の語り手が一人称の主語とともに現れる。
　第一章から最終章のほとんど最後の頁まで，真の語り手としての一人
称主語jeは巧妙に隠されたまま，小説は進む。第一章は完全な三人称形
式。第二章は遅れてきたAim6eに聞かせたくない婚約者の死の話も含む
Des　Touches奪回事件について語る準備段階として，　DecameronやThe
Canterbury　Talesのそれぞれの話の導入部を思わせる，サロンの会話風形
式。．第三章から第九章前半までは，Barbe　de　Percyを仮の主語として，
一人称主語は飽くまで会話の括弧に入れられたまま，しかし，物語の語
り手としての役割は十分に果たしつつ，話は展開してゆく。そこに突然
現れる本来の一人称主語jeはまさしく小説全体を語ってきた真の語り手
であることを示すのみならず，小説自体の驚くべき結末を導く役割をも
担っているのだ。長い引用になるが，ここを敏いてはこの小説そめもの
の理解が成立しないと思われるので，煩項を厭わず引用する。
　L’abb6，　sa　sceur　et　le　baron　6taient　plus　ou　moins　impressionn6s　par
cette　histoire　d’un　h6ros　de　leur　jeunesse，　mais　ils　l’6taient　moinsゑcoup
s｛ir　qu’une　autre　1）ersonne　qui　6tait　la，　et　dont　je　n’ai　rien　dit　encore．　Dans
1’attention　qu’ils　donnaient　a　ce　qu’ils　disaient，　ils　l’avaient　oubli6e　et　j’ai
fait　comme　eux＿Cette　autre　personne　n’6tant　qu’un　enfant，　auquel　ils
n’≠魔≠奄?獅煤@pas　pris　garde，　tant　ils　6taient　a　leur　histoire！et　lui，　tranquille，　sur
son　tabouret，　au　coin　de　la　chemin6e　contre　le　marbre　de　laquelle　il　posait
une　tete　bien　pr6matur6ment　pensive．　Il　avait　environ　treize　ans，1’age　oit，
si　vous　6tes　sage，　on　oublie　de　vous　envoyer　coucher　dalls　les　maisons　o血
1’on　vous　aime！Il　avait　6t6，　ce　jour－la，　par　hasard　peut－etre，　et　il　6tait　rest6
dans　ce　salon　antique，’regardant　et　gravant　dans　sa　jeune　m6moire　ces
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　figures　comme　maintenant　on　n’en　voit　plus，　s｛int6ressant　d6jh　a　ces　types
　dans　lesquels　la　bonhomie，　la　com6die　et　le　burlesque　se　m61aient，　avec　tant
　de　caract6re，　a　des　sentiments　hauts　et　grands！Or，　si　elle　vous　a　lnteresse，
　c’est　bien　heureux　pour　cette　histoire；car　sans　lui　elle　serait　enterr6e　dans
　les　cendres　du　foyer　eteint　des　demoiselles　de　Touffedelys，　dont　la　famille
　n’existe　plus　et　dont　la　maison　de　la　rue　des　Carm61ites，　a　ces　cousines　de
　Tourville，　est　habit6e　par　des　Anglaises　en　passage　a　Valognes，　et　personne
　au　monde　n’aurait　pu　vous　la　raconter　et　vous　la　finir！puisque，　vous　venez
　de　le　voir，　cette　histoire　n’6tait　pas　finie55．
　Barbe　de　PercyはAim6e　de　Spensに対する尊敬を死ぬまで失わなか
ったし，Aim6eは終生自らの秘密を胸の裡に隠し通した。この真の語り
手の登場によって，Aim6eの秘密が明かされる。しかも，老残の狂人と
化したDes　Touchesの口を通じて。十三歳という年齢のお蔭で，その場
にいたにもかかわらず，不在とされた子ども（敢えて言うなら，un　en－
fant　pr6sent－absent）は，　Barbe　de　Percyの回想を通じて，事件を追体験
する。しかも，追体験するだけでなく，長じてのちは事件の結末と隠さ
れた秘密を暴く探偵となるとともに，それをもう一度語り直す，物語の
真の語り手に変貌してゆくのである。この構造自体，r失われた時を求め
て』ときわめて近い。話者は事件や出来事の背景につねに存在していな
がら，たとえば『スワンの恋』Un　Amour　de　Swannでは三人称形式を採’
りながら，あたかもBarbe　de　Percyのように「スワンの恋」を語るのだ
し，自らがいない場面についてもたくみに「聞き書き」を活かして，全
篇を語り直し，生き直すのだから。それはまさにnarrateur　pr6sent－ab－
sentとでも言うしかない存在なのである（いわゆる十九世紀小説風の
narrateur　omnipr6sentとは明らかに異なる）。『失われた時を求めて』の
話者が最後に「時間」le　Tempsの真の相貌を理解するに至るのも，この
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小説の「私」が事件の意味を最後になって全体的に理解することと似て
いる。そのとき，Barbeyの語り手は，『失われた時を求めて』の話者に
とって，Les　Mille　et　une　Nuitsの比類なき語り手Sch6h6razadeと並ぶ血
縁だと言わなければならない。
　いくつもの偶然が話者に幸いしたように，Le　Chevalier　Des　Touchesの
語り手も偶然の力で，癩狂院で余生を送るDes　Touchesと会う機会に恵
まれることになる。Des　Touchesはもはや兇暴ではないと見なされて自
由に癩狂院の庭を散策できるようになっている。語り手はそうして庭に
出て，「赤い花」56を見ているDes　Touchesに出会う。語り手はDes
Touchesに呼びかけたあと，すぐに「Aim6e　de　Spensを覚えていますか」
と訊く。狂気が一瞬去って，Des　Touchesは，“Oui，　encore　aussi”と答
えて，Aim6eが追っ手の手から自分を助けるために，処女の差じらいを
犠牲にしてくれた一件を語る。前に引用した箇所であるが，再度引いて
みる。
　《Ah！－feprit－il，－elle　pria　Dieu．．．　entr’ouvrit　les　rideaux　pour　qu’ils　la
vissent　bien＿C’6tait　1’heure　de　se　coucher．．．　EIIe　se　d6shabilla．　Elle　se　mit
toute　nue．　Ils　n’auraient　jamais　cru　qu’un　homme　6tait　la，　et　ils　s’en　all色一
rent．　Ils　l’avaient　vue．．．Moi　aussi．．．Elle　etait　bien　belle！＿rouge　comme　les
且eurs　que　voila！》－d6signant　les且eurs　du　parterre．
　これが，婚約を祝う宴で，Barbe　de　Percyから《－N’ayez　pas　peur，
Aim6e！dans　quatre　jours　ils　seront　tous　ici　pour　votre　mariage，　et　Des
Touches　sera　votre　t6moin！》と言われて真っ赤になってしまった真の原
因であった。そこでは《ace　mot　de’6〃zo勿》とイタリックになっている
理由も読者には明かされることはなかった。すべては大団円で示され
る。あたかも『失われた時を求めて』のように。再び真の語り手の書く
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　　言葉に戻ろう。
　　Oh！elle　avait　h6sit6，　mais，　en且n，　elle　avait　pris　dans　sa　nlaln　pure　ce
verre　de　honte　et　elle　ravait　bu．＜＿＞Depuis，　peut－etre，　Aim6e　avait
souffert　autant　qu’elleP＿Ces　rougeurs，　quand　Dサs　Touches　6tait　la，　et　qui
la　couvraient　tout　enti色re　a　son　nom　seul，　qui　ne　1’avaient　jalnais　inond6e
d’un且ot　plus　vermeil　que　le　jour　o血Mlle　de　Percy　avait　dit，　sans　le　savoir，
le　mot　qui　lui　rapPelait　le　malheur　de　sa　vie：《1）θs　Touches　sera　votre
彪伽勿！》57
　　このようにして真実が明かされたあと，語り手はDes　Touchesのもと
から去．ってゆく。振り向くとDes　Touchesは赤い花を見つめていた。
　　Il　s’6tait　rassis　sous　son　arceau，　et，　de　cet　ceil　qui　avait　perc61a　brume，　la
distance，　la　vague，　le　rang　ennemi，　la　fum6e　du　combat，　il　ne　regardait　plus
que　ces　fleurs　rouges　auxquelles　il　venait　d’?@comparer　Aim6e，　et　dans　l’ab・
straction　de　sa　d6mence，　peut一δtre　ne　les　voyait－il　pas＿
　　この捧尾の文章はことのほか美しい。プルーストが「囚われの女」で，
‘‘浮獅?@r6alit6　cach6e　r6v616e　par　une　trace　mat6rielle，　la　rougeur　physiolo・
gique　de　1’Ensorcel6e，　d’Aim6e　de　Spens，　de　la　Clotte，　la　main　du．Rideau
Cramoisi”と書いて，この赤に注目U，同時に，隠された真実が物質的な
要素によって顕になると指摘したのはまさしく燗眼のなせる業だったと
言えよう。それはまた，Barbeyのこの小説中で真の語り手が言う言葉と
みごとに符合している。
Je　sus　tout　cela　peu　a　peu，　par　lambeaux，　comme　on　apprend　les　choses
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qu’on　vous　cache．58
4）『失われた時を求めて』最終篇「見出された時」L67勧ψs勉π）％循で明
　かされることの一つは，よく知られているように，個々人の肉体も性格
　も大きく変えてしまう時間の浸食作用であった。ゲルマントGuermantes
　大公夫人のマチネはその見本市であり，プルーストの筆は滑稽でおぞま
　しい人々の変化を容赦なく描き出す。Barbeyの小説の読者は，その点で
　のプルーストとBarbeyの近親性をつよく感じないではいられない。この
　小説で言うなら，とりわけAim6eとDes　Touchesの変貌が強烈な印象を
　残す。Aim6eに対してのほうがDes　Touchesに対するよりも優しい筆遣
　いで描かれているが，それは前項で触れた最後の数行と密接に関係して
　いるだろう。
　　　【Aim6e】
　　Aim6e　de　Spens　etait　de　beaucoup　la　plus　jeune　de　nous　toutes．　Elle　avait
　seize　ans　quand　nous　en　avions　trente．　C’6tait　une　enfant，　mais　tellement
　belle．59
　《Pardon，－dit－elle［Aim6e］，－Mademoiselle，　car　je　crois　que　vous　me
parliez；mais　ce　soir，　je　suis．．．》
Dans　sa　touchante　pudeur　d’in且㎜e，　elle　n’osa　dire　le　mot　qui　exprimait
son　in且rmit6［surdit6］，
　〈＿＞
　Oui！elle　6tait　charmante，　quoique，　h61as！aussi　sans　jeunesse．60
　　【Des　Touches】
　et　vous　r［Des　Touches］y　［a　Londres］appeliez　la　Belle　Helene，　beaucoup
pour　son　enl6vement，　et　un　peu　aussi　pour　sa　beaut6；car　il　avait，　si　vous
22　明治大学教養論集　通巻347号（2001・9）
　　vous　en　souvenez，　une　beaut6　presque　f6minine，　avec　son　teint　blanc　et
　　beaux　cheveux　annel6s，　qui　semblaient　poudr6s，　tant　ils　6taient　blonds！6i
　　L’6tat　dans　lequel　je　trouverais　cet　homme　h6rol’que，　mort　tout　entler　et
pourrissant　dans　le　plus　affreux　des　s6pulcres：une　maison　de　fous！〈＿＞
　　la　figure　d’un　vieillard　d6grad6　par　1’age，1a　folie，　tous　les　ecrasements　de
la　destin6e．〈＿＞La　beaut6　de　la　Belle　H616ne，　de　cet　homme　qul　avalt　ete
plus　c61estement　beau　que　la　Belle　Aim6e，　aVait　dit　Mlle　de　Percy，6tait
d6truite，　radicalement　d6truite，62
　　如上さっと見ただけでも，これだけBarbeyとプルーストの間には無視
しえぬ繋がりがある。『プルースト書翰集』CorresPonclance　de　Marcel
Proustを旙けば，たとえば“j’aime　beaucoup　parler　de　cet　ecrivain”63とい
う言葉もあって，プルーストのBarbey　D’Aurevillyに対する深い関心と
共感と理解のほどが窺われるが，再度r1908年の手帖』に戻るなら，か
くの如き記述があることに気づかないではいられない。
Par　la　je　．veux　peut－etre　plus　Barbey　que　Flaubert．64
　　Philip　Kolbはこれに註して言う，“L’expression《je　veux》semble　indi－
quer　ici　la　recherche　d’un　modble　pour　son　roman．　A　cet　6gard　il　trouve
Barbey　d’Aurevilly　pr6f6rable　a　Flaubert”65と。
　　その点からしても，Les　Diaboliques冒頭を飾るLe　Rideau　cramoisiの女
主人公はすこぶる重要な登場人物だと言わなければならない。
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第　三　章
　Aim6e　de　Spensが‘‘pudeur　si　d61icate　et　si　fi色re”と‘‘cette　piti6　qui　fait
qu’on　veut　sauver　un　homme”66との間で逡巡したla　Vierge－Veuve　non　aim6e
だとするなら，Le　Rideau　cramoisiの女主人公は官能と貞淑の間で揺れなが
ら，ついには官能の極限を超えて死に至った“aim6e”にほかならない。こ
う書いただけで，その女主人公は『失われた時を求めて』のアルベルチーヌ
と重なる。アルベルチーヌも絶えず，官能と無垢の間をひらひらと舞い，話
者の嫉妬をかき立て，ついには死んでしまうのだから。死に方こそ違え，そ
れはアルベルチーヌの姉にほかならない。いや，姉としてアルベルチーヌに
影を落とすだけだろうか。Le　Rideau　cramoisiの女主人公は同時にアルベル
チーヌの名附け親でもあった。
　Mlle　Albertine（c’6tait　le　nom　de　cette　archiduchesse　d’altitude，　tomb6e　du
ciel　chez　ces　bourgeois　comme　si　le　ciel　avait　voulu　se　moquer　d’eux），Mlle
Albertine，　que　ses　parents　appelaient　Alberte　pour　s’6pargner　la　longueur　du
nom，　mais　ce　qui　allait　parfaitement　mieux　a　sa　figure　et　a　toute　sa　personne，
ne　semblait　pas　plus　la　fille　de　l’un　que　de　l’autre＿67
　前稿でも触れたように，アルベルチーヌの名前はプルーストの同性愛の相
手Alfred　Agostinelliの名前が転詑したものだという説は広く行われている
が68それはまさにプルーストの想像力のありようと乖離した考え方である。
『プルースト書翰集』の校訂者Philip　Kolb教授は「アルベルチーヌ」と
「アルベルチーヌ；アルベルト」の関係に気づいた数勘い研究者である69。
Kolb教授はただその名前が同じだと指摘しているだけであるが，本稿では
もうすこし仔細に検討してみよう。
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　上記の引用部分だけでも不思議な連関がある。このアルベルチーヌが空か
ら降って現れたように思われたとするなら，『失われた時を求めて』のアル
ベルチーヌはギリシア神話で言う天空の弟たる海のほとりで話者のまえに現
れる。すなわち，兄弟の性を逆転させた姉妹の関係の誕生である。また，
「消え去ったアルベルチーヌ」Albentne　disParueにおいて，話者のもとに死
んだはずのアルベルチーヌから電報が届くのだが，それはジルベルトGil－
berteとアルベルチーヌとの混同から生じた間違いであった。その挿話にお
けるAlbertine／Gilberteの親近性はすでにして，この小説のAlbertine／Al－
berteという名前によって予告されていたと言えるだろう。それほどに，こ
れらの名前は，『失われた時を求めて』の読者に深い印象をもたらすのだか
ら。
　混同を避けるために，『失われた時を求めて』のアルベルチーヌはそのま
まのカタカナ表記で，Le　Rideau　cramoisiの女主人公のアルベルチーヌは
「アルベルト」ととりあえず表記することにする。これも箇条書きにしよう。
　二人のアルベルチーヌ，アルベルチーヌとアルベルトはどこで繋がってい
るだろうか。
1）二人ともpetits　bourgeoisの娘でありながら，アルベルチーヌは貴族界
　に出入りするgrands　bourgeoisの姪であり，アルベルトは大公の後見を
　得ている。それがまず，二人の環境を比較的近いものとして規定する。ア
　ルベルトの相手となる1e　vicomte　de　Brassardは子爵とはいえ，弱冠18歳
　の軍人見習い。一方，話者は社交界に出入りするものの，貴族ならぬ一般
　人の家庭の子息。そんな男たちにはアルベルチーヌもアルベルトもどこか
卑俗さを秘めつつも神秘性を帯びた女性として映る。
2）アルベルトは冷たい無感情な表情をしながら，ある日の食事の折，両
　親が同席しているにもかかわらず，テーブルの下で突然1e　vicomte　de
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Brassardの手を握る。これが「囚われの女」で言及されている手の挿話
であるが，原文では以下のように書かれている。下線は引用者による。
　je　sentis　une　main　qui　prenait　hardiment　la　mienne　par－dessous　la　table．
Je　crois　rever＿ou　plut6t　je　ne　crus　rien　du　tout＿Je　n’eus　que　l’incroyable
sensation　de　cette　main　audacieuse，　qui　venait　chercher　la　mienne　jusque
sous　ma　serviette！〈．．．＞Tout　mon　sang，　allum6　sous　cette　prise，　se　pr6cipita
de　mon　coeur　dans　cette　main，　comme　soutir6　par　elle，　puis　remonta
furieusement，　comme　chass6　par　une　pompe，　dans　mon　coeur！Je　vis　bleu＿
mes　oreilles　tintbrent．　Je　dus　devenir　d’une　paleur　affreuse．　Je　crus　que　j’al－
lais　m’6vanouir．．．　que　j’allais　me　dissoudre　dans　l’indiφble　volupt6　caus6e
par　la　chair　tass6e　de　cette　main，　un　peu　grande，　et　forte　comme　celle　d’un
jeune　gargon，　qui　s’6tait　ferm6e　sur　la　mienne．70
　　　たかが手を握られたくらいでかほどに充奮する青年の描写はこのまま，
　最初にアルベルチーヌと接吻するときの話者の長い想念を綴る文章に結び
　　つく（「ゲルマソトの方」Le　cbte　de　Guermantes，第二部第二章）。下線を
　施した部分はアルベルチーヌの描写においても用いられる単語であるし，
　最後の“forte　comme　celle　d’un　jeune　garqon”という部分に至っては，前
　　に述べたような「囚われの女」の奇妙な「性の転換」を先取りしている。
3）二人の登場する場面の描写を比べてみよう。上がアルベルト，下がア
　　ルベルチーヌである。
　j’apergus＜．．．＞une　grande　personne　qui　debout　et　sur　la　pointe　des　pieds，
suspendait　par　les　rubans　son　chapeau　a　une　pat6re，〈＿＞et　elle　imprima　a
sa　nuque　une　torsion　qui　me趾voir　son　visage；＜＿＞elle　me　fit　enfin　rhon－
neur　de　me　regarder　avec　deux　yeux　noirs，　trさs　froids，　auxquels　ses　che一
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　veux，　coup6s　a　la　Titus　et　ramass6s　en　boucles　sur　le　front，　donllaient
　1’espece　de　profondeur　que　cette　coiffure　donne　au　regard＿71
　；d’une且lle　aux　yeux　brillants，　rleurs，　aux　grosses　joues　mates，　sous　un
《polo》noir，　enfonc6　sur　sa　t6te，　qui　poussait　une　bicyclette＜＿＞Un　instant，
tandis　que　je　passais　a　c6t6　de　la　brune　aux　gros　yeux　qui　poussait　une　bi－
cyclette，　je　crois　ses　regards　obliques　et　rieurs，72
　目の色や性質が異なるのは当然としても，ともに「目」と帽子が描かれ
る一方で，アルベルトについては「首」，アルベルチーヌについては「頬」
に重点が置かれていることには着目しておいたほうがよさそうである。あ
まりに長いのでここに引用を差し控えた部分でも，よく似た傾向の描写が
見られることは指摘しておきたい。
4）Brassardも話者も第三者からアルベルチーヌに対する思いを捨て去っ
　たほうがよいと忠告されることも意味深い。子爵は友人Louis　de　Meung
　からこう言われる。
　Fais　comme　moi！Un　clou　chasse　l’autre．　Prends　pour　maftresse　une
petite　cousette　de　la　ville，　et　ne　pense　plus　a　cette　sacr6e　fille－la！73
　一方，r失われた時を求めて』の話者は女中のフランソワーズFrangoise
から次のように言われるのだ。cette　demoiselleがアルベルチーヌである。
　Monsieur　ne　devrait　pas　voir　cette　demoiselle．　Je　vois　bien　le　genre　de
caract6re　qu’elle　a，　elle　vous　fera　des　chagrins．74
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　そして話者もBrassardも，その忠告を聞かなかったばかりに悲しい思
いをするのである。急いで附け加えておけば，二人ながら悲しい思いをし
たはずなのに，いずれの場合も時間が解決してくれたという点でも共通し
ている。最初は自殺をも考えたBrassardはともかくもダソディとして世
間を渡ってきたのだし，その夜，当の部屋の窓の下を通らなければ，思い
出さなかったかもしれないのだから。
5）アルベルトはふだんの冷たい高貴な外見とは裏腹に，両親の目を盗ん
　で毎夜のようにBrassardの部屋にやってきては，愛欲の快楽にのめり込
　む。それにもかかわらず，アルベルトは他の恋人たちとは隔絶している。
　それはまずもって終始変わらぬ沈黙のせいである。快楽の絶頂にありなが
　ら，声を押し殺す若い娘。Mario　Prazはその沈黙を“mutisme　per－
　sistant”と呼び，それが部屋の調度，とくに帝政期風の調度のベッドのス
　フィソクスと密接に関係していることを指摘している75が，ここではアル
　ベルトの沈黙を端的に表す箇所を引くにとどめる。
　Toujours　elle　restait，　et　jusque　sur　mon　coeur，　silencieuse，　me　parlant　a
peine　avec　la　voix，〈＿＞elle　ne　me　r6pondait　jamais　que　par　de　longues
6treintes．76
それに対してアルベルチーヌの方はその声によって話者を魅了する。
，car　Albertine　avait　une　prononciation　si　charnelle　et　si　douce　que，　rien
qu’en　vous　parlant，　elle　semblait　vous　embrasser．　Une　parole　d’elle　6tait
une　faveur，　et　sa　conversation　vous　couvrait　de　baisers．77
これは何とも好対照というほかないが，しかし，二人とも言葉以外のコ
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　ミュニケーションを知らなかったわけではない。
　Ses　6treintes　avaient　cette　langueur　et　cette　force　qui　etaient　pour　moi　un
langage，　et　un　langage　si　expressif　que，　si　je　lui　parlais　toujours，　moi，　si　je
lui　disais　toutes　mes　d6mences　et　toutes　mes　ivresses，　je　ne　lui　demandais
plus　de　me　r6pondre　et　de　me　parler．　A　ses　6treintes，　je　l’entendais．78
『失われた時を求めて』にもこれに呼応する箇所がある。
　Elle　savait　faire　tenir　tout　ce　qu’elle　ne　pouvait　exprimer　directement，
dans　une　phrase　que　nous　ne　pouvions　incriminer　sans　nous　accuser，　dans
moins　qu’une　phrase　m6me，　dans　un　silence，　dans　la　manibre　dont　elle
plaGait　un　objet．79
　こういう部分を読み比べていると，プルーストとBarbeyが如何に似た
ところのある小説家であったかという思いに駆られないではいられない。
しかし，このようにして挙げていると際限がないから，あと二つの点だけ
指摘してこの章を終えようと思う。
6）アルベルトは夜中，両親が眠ったあと，Brassardの部屋まで忍んでく
　る。これは最後まで変わらない。アルベルトが不慮の死を遂げたあと，
　Brassardはアルベルトの部屋に死体を運ぼうとするが，両親を起こすの
　がどうしても躊躇われて，自分の部屋に引き返す。アルベルチーヌも決し
　て自分の部屋に話者を迎えず，バルベックBalbecでもパリでも，つねに
　自ら話者の部屋にやって来る。Deux　hommes　passifs　et　deux　jeunes飢es
positivesとでもいうほかないが80，これは本稿で再三言及した両作家の作
品に通底する「性の交換」のテーマと関わるのであり，プルーストだけに
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っいて言うなら，同性愛の問題とも絡んでくるだろう。これについては，
プルーストにおける「性の交換」の問題を取り扱った時に改めて触れるつ
もりである。
7）最後に採りあげたいのは，二人の女の死の問題である。というより，
　アルベルトの死がどのように変奏されてアルペルチーヌの死を導きだして
　いるかということである。アルベルトは快楽の絶頂にあって，突然事切れ
　る。アルペルチーヌは話者との同棲生活から逃げ出したあげく，馬から落
　ちて，これまた不慮の死を遂げる。それぞれの死にまつわる諸々の事情や
　その後の展開については一切措くことにして，もっぱら二人の，というよ
　り，アルベルトの死とアルベルチーヌの死を繋ぐ補助線だけを見つけると
　しよう。
　　二人の死を結ぶ補助線。それはおそらく「馬」cheva1とその関連語で
　ある。二冊の辞書から引く。上がAlfred　DelvauのDictionnaire　e’rotique
　moderne（Union　g6n6rale　d’Editions，1997。1864年の初版を10／18叢書に
　入れたもの），下がPierre　GuiraudのDictionnaire　6rotique　（Editions
　Payot＆Rivages，1993。1978年，1984年の改訂版）である。詳しい説明
　は省く。
CHEVAUCHER《Monter　sur　une　femme　comme　sur　une　cavale
　　　　　　　　d’ardeur，　et　la　conduire　au　bonheur　i　grands　coups　de
　　　　　　　　cet　6peron　que　nous　avons　tous　au　bas　du　ventre》
CHEVAL《p6nis》
CHEVALIER　DE　LA　ROSETTE《p6d6raste　actif　ou　passif》
CHEVAUCHEE《coft》
CHEVAUCHER，　CHEVAUCHER　SANS　SELLE《cofter》
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　　CHEVAUCHEUR《homme　qui　chevauche　une　femme》
　　Le　mot　s’emploie　pour　les　deux　sexes．
　もちろん，こういう説明を引いたからといって，最初からプルーストが
こう意識していたということを言っているわけではない。重要なのは，潜
在意識のうちであれ，あるいは読者が読み取るものであれ，この補助線を
引いたときに，アルベルチーヌの落馬死がBarbeyの女主人公とぴったり
重なるということであろう。二人のアルベルチーヌはともに自らの快楽の
罰を，一人は直接的に，一人は間接的に身に受けて死んでいったのであ
る。これは恐るべき符合であり，影響関係ではあるまいか。
　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　これ以外にも，題名になっている「カーテン」le　rideauや「窓」をはじ
め，この小説を構成する種々の要素の検討から発してプルーストについて考
えるべきことは勘くないのだが，他のテーマとも関連するゆえ，本稿ではこ
れ以上踏み込まないことにする。
終わりに
　以上，拙いながら検討してきた事柄は従来のプルースト研究家がともすれ
ば見逃しがちだった重要な点ではなかろうか。過去の文学作品を研究する場
合，現在の視点でだけ考えていると，至るところに陥穽が待ち構えている。
それは江戸がどれほど身近だったかを知らずに，たとえば西洋文学の浅薄な
知識と理解のみで泉鏡花について論ずるようなものだ81。プルーストをいっ
そう深く理解するには中村真一郎先生が筆者にいみじくも示唆して下さった
ように，プルーストの愛読した作家や詩人についてできる限り知らなくては
ならない。『失われた時を求めて』という作品が未来に向かってつねに開か
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れている以上，過去の作品群との照応関係の具体的な検討を通じて，未来の
la　lecture　de　Proustの新たな可能性を探る試みこそ今後とも必要なのではな
かろうか。プルーストがBarbeyを愛読していたという事実があるなら，そ
れを単にプルーストの伝記的事実としてだけ捉えるのではなく，作品の根幹
とも密接に繋がっているものとして出来うるかぎり細部に亙って検討しなく
てはならない。
　本稿はプルーストとBarbey　d’Aurevillyの関係の細部に光を当てた数砂
い論考の一つではあるが，まだまだ不十分である。Barbeyの作品に限って
も，Les　1）iaboliquesの他の小説，　Lea，　Une　Vieille　Maz“tresse，　Un－P劣∂惚〃zα磁
Une　Histoire　sans　nom，　Une　Page　4物癖0〃召，それにL　’Ensorcel6e　ee，引き続
いてプルーストとの関係からして検討すべき作品は依然残されたままである
し，M〃morandaや詩，それに26巻に及ぶLes（Euvres　et　les　hommesに収録さ
れている文藝批評や美術批評と批評家としてのプルーストとの関係もやがて
は明らかにされなくてはならない。Barbeyとプルーストの影響関係の研究
はやっと緒についたばかりである。それはプルーストにおけるエロティシズ
ムの研究とともに，本稿の筆者が今後も継続して行なうべき課題の一つであ
る。
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